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 第１章 省エネチューニング概要

 １．１ 省エネチューニングとは

 １．２ 省エネチューニングの進め方

 第２章 エネルギー管理

 ２．１ エネルギー消費量の実態把握

 ２．２ エネルギー消費量の把握方法

 ２．３ 建物の総エネルギー消費量の把握

 ２．３．１ 原単位の管理

 ２．３．２ 延床面積原単位

 ２．３．３ 時間あたりエネルギー消費量の把握

第３章 省エネチューニングの事例紹介
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おまかせ調整

自前調整

省エネチューニング
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• Check•Action

• Do• Plan

目標
設定

省エネ
実施

効果
検証

計画見
直し
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目標設定に必要

実施効果の検証に必要
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１ 使用するエネルギー源

電力「kWh」

ガス 「N㎥」

油 「L」

２ 一次エネルギー消費量への換算

「ＭＪ」

単位がバラバラ
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電力

85%

重油

15%

電力 1,576,918KWh/年 15,391ＧＪ/年

重油 67,331L/年 2,632ＧＪ/年

研究施設：５，５００㎡

３，２７７ＭＪ/㎡

２．３．１ 原単位の管理
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 １ 容易に算出することができる

 ２ 他の建物の実績値比較し易い

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

学校

庁舎

事務所

病院

学校 庁舎 事務所 病院

平均熱量MJ/㎡・年 1,498 1,510 2,225 3,431

平均熱量MJ/㎡・年

(財)省エネルギーセンター調査結果より
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 時間帯の区分

 １ 始業前時間帯

 ２ ピーク時間帯

 ３ 残業時間帯

 ４ 夜間・休日時間帯
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運用改善によるもの

簡単な設定変更によるもの

少額修繕によるもの

別資料により紹介します。
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手法 1

削減効果 小 必要経費 無 対費用効果 大

リスク 小 導入し易さ 高 専門性 小

該当施設

対象設備

前提条件

概要

導入のための

見分け方

導入するには

留意事項

事例と効果

12

延べ床面積約3,000m2の展示施設において自動で発停していたトイレの換気扇が
休館日も動いていた。タイムスケジュールを変更し休日を停止とした。効果額25,000
円/年。経費0円

夜間、休日に必要もないのに機器が動いている可能性がある。インハウスエスコ
事業における施設調査においてタイマー、スケジューラーで自動運転されている設
備機器（外灯、ポンプ、ボイラーなど）が予想もしない時間に勝手に動いている事例
が数多く見うけられた。スケジュールを確認し、また、実際にどのように動いている
か各機器の稼働状況を調査する必要がある。運転を正常化させ省エネを図る。

暖房設備等の運転スケジュールを確認する。または、機器の稼働状況を測定・記
録する装置により一週間程度機器の動きを調査する。

スケジュールの変更ができる人に依頼する。状況に合わせスイッチを切る。

スケジュールの変更は、確認を十分に行い入力する必要がある。設定したとおり
に機器が動かない場合もあるため実際の機器の動きの確認、または、記録式測定
器で再確認する。

自動運転スケジュール確認 ～自動で不効率になっていないか～

おすすめ度 大

自動運転している設備

改善前
某月12日月曜日開館日 某月13日火曜日開館日 某月14日水曜日休館日

不用な暖房運転 不用な暖房運転

改善後

暖房運転

開館時間 休 館開館時間

暖房運転 暖房運転

暖房運転

kanri2
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手法 ２ 屋外照明の点灯時間の見直し ～明るいときも外灯が点灯していませんか～

おすすめ度 大

削減効果 中 必要経費 小 対費用効果 小～大

リスク 小 実現し易さ 高 専門性 小

該当施設

対象設備

前提条件

概要

導入のための

見分け方

導入するには

留意事項

事例と効果
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敷地が広く、外灯等が複数設置されている施設

屋外照明設備

定額で契約しているものを除く。

週間タイマーを設置し、夜明けまで点灯していたものを21時消灯に変更。さらに土
日消灯とした。5灯2.0kwの設備容量で効果額84,000円/年。経費20,000円。

屋外照明の点灯制御方式にはタイマー、自動点滅器、またその組み合わせなど
がある。また、タイマーにも、２４時間式、週間式、ソーラー式等数種類があり、用途
により使い分けられている。
その施設に最適な点灯制御方式を選択し、かつ最適な点灯時間を設定し必要な

時にだけ点灯することで省エネを図る。また、自動点滅器の劣化は無駄な点灯（写
真参照）につながるので定期的な点検が必要である。

日中の点灯、休日等の点灯、真夜中の点灯などを見つけたら即対応。

電気設備会社に相談する。

近隣の防犯を兼ねている場合は、消灯時間の調整が必要。

午後２時に撮影

自動点滅器の劣化による無駄な点灯



手法 ３

おすすめ度 大

削減効果 小 必要経費 小 対費用効果 大

リスク 小 導入し易さ 高 専門性 小

該当施設

対象設備

前提条件

概要

導入のための

見分け方

導入するには

留意事項

事例と効果
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敷地が広く、外灯等が複数設置されている施設

屋外照明設備

屋外照明点灯箇所の確認 ～不用なところを照らしていませんか～

外灯ポールにスイッチを取付け

常時消灯とした

1灯300wで日没から日の出まで点灯していた外灯6基にスイッチを取付け常時消
灯とした。削減効果90,000円/年。経費6,000円（ただし、インハウスエスコＧが工事
を行ったため材料費のみ。電気設備工事会社に依頼した場合は数万円は必要とな
る）。

屋外照明は夜間の安全性を確保するための設備であるが玄関廻りを照らす外
灯、駐車場の外灯、外部通路の外灯、裏手の防犯灯などそれぞれの受け持つ範囲
がある。普段は何も利用されていないが行事等の時だけに必要な外灯を毎日点灯
している場合がある。不必要な外灯は不点とし普段必要ないが時として必要となる
外灯にはスイッチを付けるなどして省エネを図る。（写真参照）

外灯一灯一灯について必要性を見直す。点灯時間、点灯範囲の再確認。

不点灯とする。半灯とする。スイッチを設ける。いずれも電気設備会社に相談す
る。



手法 ４

おすすめ度 大

削減効果 小 必要経費 無 対費用効果 大

リスク 小 導入し易さ 高 専門性 小

該当施設

対象設備

前提条件

概要

導入のための

見分け方

導入するには

留意事項

事例と効果
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電気パネルヒーターの設定温度見直し ～冬でもないのに暖房？～

消火栓ポンプ室において20℃に設定されていた出力1kwの電気パネルヒーターを5℃に
調整（写真参照）したところ削減額は25,000円/年。経費0円。

消火栓ポンプ室や受水槽室または機械室には用水や機器等の凍結防止目的のため電
気パネルヒーターが設置される。また、その設置目的から室内温度を０℃以上に保持する
ことが必要である。
設定温度が必要以上に高い場合は無駄に室内を暖房してしまうことになる。また、中間

期など凍結の心配がない時期に暖房してしまうことになる。このような場合は設定変更す
ることにより省エネを図る。また凍結防止目的の電気パネルヒーターの設定温度としては
５℃程度が適当と考える。

全パネルヒーターの設定温度を確認する。

その場でダイヤルを回して５℃程度まで設定を下げる。

居室等に設置された電気パネルヒーターで暖房目的を兼ねた場合の設定温度は２０℃
程度に調整することが必要。

受水槽室や機械室またはポンプ室に電気パネルヒーターが設置されている施設

電気パネルヒーター

20℃設定の電気パネルヒーター

緑色ランプ点灯は通電中

5℃に設定変更

緑色ランプ消灯はスタンバイ

電気パネルヒーター 設定部

調整後ぴかっ



手法 ５

おすすめ度 大

削減効果 中 必要経費 無 対費用効果 大

リスク 小 導入し易さ 高 専門性 小

該当施設

対象設備

前提条件

概要

導入のための

見分け方

導入するには

留意事項

事例と効果

電気室においては、３０℃程度に設定する。

※稼働率の比較例（対象施設RC造１Ｆの電気室：弘前市）

30℃設定 23℃設定

26℃以上 88%以上 100%

24℃ 65% 100%

20℃ 40% 100%

17℃ 7% 65%以上

15℃以下 2%以下 50%以下
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電気室等ファン発停温度設定の見直し ～電気室の室内温度は３０℃でも大丈夫～

23℃設定を30℃に変更したところ稼働率が1/3以下になった。また外気温との関係を下
表にまとめた。この結果冬季送風機が運転することは無くなった。

電気室には変圧器等からの発熱による室内の温度上昇を防止する目的で換気設備が
設けられている。調査の結果室内温度設定値が３０℃未満（２０℃～２５℃）になっている
施設が多く見られ必要以上に運転していることが判明した。設定温度が低い場合は３０℃
に変更し省エネを図る。

温度調節器の設定温度を確認する。

センサーの場所を見つけて、ダイヤルを回すだけ（３０℃程度で安心）。

温度調節器の精度は送風機運転開始時の室温と、設定温度の比較により確認できる。

送風機

ファン発停用温度調節器（写真参照）が設置されている。

稼働率
日平均外気温度

温度調節器

設定用ツマミ



手法 ６

おすすめ度 大

削減効果 大 必要経費 無 対費用効果 大

リスク 小 導入し易さ 高 専門性 小

該当施設

対象設備

前提条件

概要

導入のための

見分け方

導入するには

留意事項

事例と効果
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設定を２℃以下にすると凍結の恐れ有り（センサーの誤差を考慮）。

館内に温水を循環させ暖房を行っている施設

温水暖房自動制御設備

室内に凍結防止制御用温度調節器が設置されていること。

凍結防止制御用温度調節器設定温度の見直し ～０℃以上で水は凍りません～

設定温度15℃を5℃に変更。循環ポンプ出力3.7kwにおいて効果額34,000円/年。経費0
円。

温水暖房設備では暖房配管及び放熱器の凍結を防止するため一定条件下で強制的に
循環ポンプを起動させ凍結防止制御をしている。凍結の心配がある場所（施設内で最も寒
い場所）に設置された温度調節器が周辺温度を感知し設定値（５℃程度）以下になると循
環ポンプへ起動信号を出力している。
しかし誤設定により設定値が5℃以上となっている場合は循環ポンプが必要以上に運転

することになる。このような場合は設定値を５℃程度に変更し省エネを図る。

温度調節器の設定温度を確認する。

センサーの場所を見つけて、ダイヤルを回すだけ（５℃程度で安心）。

電気式室内型温度調節器 １５℃になっていますよ

設定ツマミ 拡大



手法 ７

おすすめ度 大

削減効果 小 必要経費 小 対費用効果 大

リスク 小 導入し易さ 高 専門性 小

該当施設

対象設備

前提条件

概要

導入のための

見分け方

導入するには

留意事項

事例と効果

凡例

おすすめ度 インハウスエスコグループとして採用してほしい程度

削減効果 小：数万円/年、中：十数万円/年、大：２０万円/年超

必要経費 小：数万円、中：十数万円、大：２０万円超

費用対効果 小：費用を回収に5年以上を要す、中：数年で費用を回収、大：1年以内で回収

リスク 問題の発生する可能性

導入しやすさ 高：簡単に実現

専門性 専門的知識を必要とする度合い

※施設の状況により効果、費用、リスク、実現のし易さは大きく異なる場合がある。
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暖房配管用地下ピットを持つ施設

地下ピット用換気設備

地下ピット用換気設備を常に運転している。

地下ピット換気の運転状況確認 ～知らないところでファンが回ってる？～

タイマーにより制御され１日10時間運転していたピット用換気設備を２時間/日とし
節電を図った。削減効果90,000円/年。経費0円（タイマー等を設置する場合は数万
円の経費が必要）。

地下ピットの換気用ファンは、ピット内の除湿、温度上昇防止を目的として設置さ
れている。しかし、ピット内の配管の内蒸気配管を除いてはピット内の温度上昇に
配慮する必要が無く、ピットが乾燥状態にある場合は換気扇を常に運転する必要
はない。また、ピットの湿度の状態によっては間欠運転でも問題のない場合があ
る。ピット内換気設備の運転方法を見直し省エネを図る。

一階暖房機用に床から配管が出ている場合は地下ピットが造られていると考えら
れる。付近に床点検口があるのでピット内を点検する。一階電灯盤、動力盤のブ
レーカーに地下ピット換気設備等の記載がないか調査し、設置されている場合は運
転状況を確認する。

一度停止させその後の状況を確認する。

地下水位は季節により変動し湿度等の状況が変わるためときどきピット内を確認
する必要がある。



手法 ８

おすすめ度 大

削減効果 小 必要経費 小 対費用効果 大

リスク 小 導入し易さ 高 専門性 小

該当施設

対象設備

前提条件

概要

導入のための

見分け方

導入するには

留意事項

事例と効果

ボイラーは故障などに備え複数台に分けて設置されることが多い
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暖房設備

熱源機器が複数台設置され、台数制御が行われていない。

熱源機器の運転台数の見直し ～いつも100％運転しなくてもいい～

350kwのボイラー２基のうち１基のラインポンプ0.75kwを焚き始めのみの運転とし
た。削減効果額5,000円/年。経費0円。

ボイラーなどの熱源機器は、故障に備え複数台に分けて設置されている場合が
多い。中間期においては負荷率が低いため全ての熱源機器を稼働させる必要のな
い場合が多い。また、融雪の熱源を兼ねている場合等は暖房のみの運転では熱源
機器を間引いても問題のない場合がある。負荷の状況に合わせ熱源機器を休止さ
せることにより省エネを図る。

熱源機器が複数台設置され、台数制御が行われていない。

負荷の状況に合わせ熱源群を運転台数を変える。



手法 ９

おすすめ度 大

削減効果 大 必要経費 小 対費用効果 大

リスク 小 導入し易さ 高 専門性 小

該当施設

対象設備

前提条件

概要

導入のための

見分け方

導入するには

留意事項

事例と効果
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公共下水道供用地域

水を蒸発させ冷却 蒸発分を計測、申請

下水道排水量減量認定申請 ～蒸発した水は下水道に流れません～

循環水量200ｍ3/hの冷却塔で運転時間12時間/日の施設において年間補給水量700ｍ
3を計測。青森市の下水道料金で約240,000円削減。経費70,000円（測定用メーターが付い
ていれば経費0円）。

一般に下水道料金は水道使用量に連動して決められているが、使用水道水が下水道に
放流されない場合は条例によりその量が減免される。
冷却塔は熱源から生ずる温排水（冷却水）を大気と接触させその蒸発潜熱を利用し冷却

する装置である。つまり温排水の一部を蒸発させるため、水は減量しその分は補給され
る。（この補給水は下水道には放流されていない）
補給水系統にメーター設置して（右下写真参照）補給水量を計測し減量申請することに

より経費の節減を図る。

湿度の高い時期に機械から水蒸気が「もくもく」発生していたら可能性大。それが冷却塔
（左下写真参照）です。

水道設備会社に工事を依頼しメーター設置後、下水道管理者に申請する。

補給水の水源種別（上水・雨水・井水）により減免単価に差がある。

冷却塔（クーリングタワー）が設置されている施設

冷却塔補給水設備

冷却塔です

メーター設置



手法１０

おすすめ度 大

削減効果 大 必要経費 無 対費用効果 大

リスク 小 導入し易さ 高 専門性 小

該当施設

対象設備

前提条件

概要

導入のための

見分け方

導入するには

留意事項

事例と効果
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電力契約種別の最適化 ～電気代払い過ぎてませんか～

電気の使用状況によって効果額は変動するが、2～5％程度削減可能。例えば電気使用
料金500万円/年の施設の場合10万円/年～25万円/年の削減が見込める。経費0円。

電気の契約種別は、電気の使われ方、規模によって決まっている。東北電力では高圧受
電施設で契約電力５００ＫＷ未満の場合、標準的契約として業務用電力（電灯電力併用需
要）と高圧電力Ｓ（電力需要）に分かれる。また前者の場合他の契約種別として業務用季節
別時間帯別電力・業務用ウィークエンド電力・業務用電力Ⅱ・業務用季節別時間帯別電力
Ⅱが用意されている。同様に後者の場合は高圧季節別時間帯別電力Ｓ・高圧電力ＳⅡ・高
圧季節別時間帯別電力ＳⅡがある。過去の電気使用実績を調査解析し、数ある契約種別
の中から施設に最適のものを選択することにより経費の節減を図る。
契約変更手続きは書類申請のみで実施可能であり、経費の負担がない。

２４時間業務施設（○○警察署、○○病院）、特殊空調稼働施設（○○研究所）、土日祝
日開館施設（○○館、○○センター）、宿泊施設（○○園）等の特徴を有する施設は試算す
べき。

契約内容を熟知した人または電力会社に相談し現在の契約が最適かどうか判断し変更し
た方が有利な場合は申請をする。
また、東北電力では無料で試算（下図参照）してくれるので依頼する。

契約変更後であっても施設運用（業務日数、業務時間）変更等があった場合はその都度
判断が必要。

高圧受電施設

電力会社による試算



手法１８

おすすめ度 大

削減効果 大 必要経費 無 対費用効果 大

リスク 小 導入し易さ 中 専門性 中

該当施設

対象設備

前提条件

概要

導入のための

見分け方

導入するには

留意事項

事例と効果
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タイムスイッチ動作確認 ～そのタイマー大丈夫？～

運転時間が8:00～11:00と13:00～17:00に設定されていた換気用送風機がタイムスイッチ
の不良（接点の摩耗）により24時間運転していたのでタイムスイッチを交換した（その時の
送風機電流値を下図に示す）。送風機は3.7kw2台で効果額350,000円/年。経費10,000
円。

タイムスイッチは制御したい機器に対してあらかじめ設定した時刻に自動で電源を「ON」
「OFF」する装置として広範囲に使用されている。また交換の目安はメーカーによると５年と
されているが、実際はほとんど交換されていない。
機器の制御がタイムスイッチの設定と一致しているか動作確認し、またタイムスイッチ自

体が正常か確認し、動作不良の場合はタイムスイッチを交換する。これにより機器運転を
適正化し省エネを図る。

動力盤内に写真のような古いタイムスイッチ（１５年以上経過）が設置されている。

記録式電流計（データー蓄積型）等を使用しそのタイムスイッチにより制御されている機
器の運転状況を計測する。

外見は壊れていなくても現在時刻の不一致、停電補償用蓄電池の機能障害などがあ
る。

タイムスイッチ

タイムスイッチ

タイムスイッチ交換後

設定条件

8:00「ON」 11:00「OFF」

タイムスイッチ不具合

送風機電流値

「OFF」にならない

「ON」「OFF」正常

時刻

時刻


